
酒 井 茂 の 県 政 だ よ り 2019年（令和元年）夏号

条
例
」
の
制
定
を
検
討
す
る
こ

と
を
公
約
に
掲
げ
た
。

・
同
年
９
月
議
会
の
一
般
質
問
で
私

は
、
2
0
1
9
年
度
に
条
例
案

を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
提

案
し
た
。

・
こ
れ
に
対
し
て
知
事
は
、
「
2
0

　

1
9
年
度
中
に
は
条
例
案
を
提
案

し
た
い
」
と
答
弁
し
た
。

Q
酒
井
：
公
文
書
管
理
条
例
の
制
定

に
向
け
て
、
公
文
書
管
理
の
あ
り
方

の
検
討
な
ど
、
現
在
の
進
捗
状
況

は
？

A
知
事
：
今
年
３
月
に
「
公
文
書
管

理
の
見
直
し
の
基
本
的
方
向
性
に
つ

い
て
」
を
策
定
し
、
こ
の
中
で
公
文

書
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

を
定
め
た
。
現
在
基
本
的
方
向
性
に

沿
っ
て
、
条
例
案
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

Q
酒
井
：
条
例
案
の
議
会
へ
の
提
出

時
期
は
い
つ
か
？

A
知
事
：
来
年
２
月
の
県
議
会
へ
の

提
案
を
行
え
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

※
知
事
が
条
例
案
を
来
年
２
月

の
議
会
に
提
案
す
る
と
答
弁

し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
年
度

中
に
条
例
案
が
議
決
さ
れ
る

見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

  

公
文
書
管
理
の

  

適
正
化
に
つ
い
て

・
条
例
を
制
定
す
る
だ
け
で
は
、
公

文
書
の
廃
棄
や
改
ざ
ん
を
防
ぐ

こ
と
は
で
き
な
い
。

Q
酒
井
：
公
文
書
管
理
条
例
の
制
定

に
合
わ
せ
て
、
公
文
書
の
管
理
の
適

正
化
等
を
図
る
た
め
、
公
文
書
管
理

に
関
す
る
審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
が
？

A
知
事
：
公
文
書
管
理
に
つ
い
て
意

見
を
伺
う
審
議
会
を
、
条
例
に
基
づ

き
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。

Q
酒
井
：
職
員
に
よ
る
意
図
的
な
文

書
の
廃
棄
や
改
ざ
ん
を
防
ぐ
た
め
の

ル
ー
ル
作
り
が
必
要
で
あ
る
が
、
具

体
的
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
？

A
総
務
部
長
：
条
例
設
置
の
審
議
会

に
お
い
て
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組

み
を
検
討
す
る
。
新
し
い
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
で
は
、
公
文
書
の
集
中
管

理
を
実
施
し
、
公
文
書
の
改
ざ
ん
を

シ
ス
テ
ム
上
で
防
止
す
る
手
立
て
も

研
究
す
る
。

  
国
道
1
5
3
号
「
伊
駒
ア
ル
プ
ス
ロ

  
ー
ド
」
の
地
域
の
意
見
へ
の
対
応
に

  
つ
い
て

・
県
は
、
今
年
３
月
に
「
伊
駒
ア
ル

プ
ス
ロ
ー
ド
」
を
都
市
計
画
決

定
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
諸
手

続
き
を
進
め
る
中
で
、
住
民
か

ら
注
意
す
べ
き
意
見
が
出
さ
れ

て
い
る
。

・
そ
の
一
つ
は
、
道
路
の
予
定
ル
ー

ト
が
集
落
内
を
通
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
分

断
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

・
も
う
一
つ
は
、
あ
る
区
間
が
長
い

距
離
に
わ
た
り
、
現
在
の
路
盤

高
か
ら
５
〜
７
ｍ
も
盛
土
す
る

構
造
に
す
る
計
画
で
あ
り
、
こ

れ
が
二
つ
の
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま

れ
た
美
し
い
農
村
風
景
を
損
ね

る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

Q
酒
井
：
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意

見
や
要
望
に
対
し
、
今
後
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
？

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

分
断
を
避
け
た
り
、
既
存
の
良
好
な

景
観
を
維
持
す
る
た
め
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
る
の
か
？

A
建
設
部
長
：
出
さ
れ
た
意
見
を
踏

ま
え
、
今
後
詳
細
な
道
路
設
計
を
行

う
中
で
、
道
路
の
高
さ
の
変
更
、
横

断
施
設
の
設
置
等
に
よ
る
地
域
分
断

の
影
響
の
緩
和
な
ど
、
必
要
な
道
路

構
造
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

  

「
伊
駒
ア
ル
プ
ス
ロ
ー
ド
」
の

  

整
備
に
つ
い
て

Q
酒
井
：
「
伊
駒
ア
ル
プ
ス
ロ
ー

ド
」
の
事
業
着
手
に
向
け
た
県
の
こ

れ
ま
で
の
取
組
状
況
は
？　

ま
た
、

今
後
の
事
業
の
見
通
し
は
？　

全
線

を
国
直
轄
に
よ
る
権
限
代
行
事
業
で

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
？

A
建
設
部
長
：
特
に
大
規
模
で
技
術

的
難
易
度
の
高
い
工
事
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
県
と
し
て
も
国
の
権

限
代
行
に
向
け
た
要
望
活
動
を
繰
り

返
し
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
今

年
度
か
ら
権
限
代
行
に
向
け
て
の
直

一
般
質
問（
６
月
26
日
）

轄
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

　

県
と
し
て
は
、
全
線
を
国
の
直
轄

事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
る
よ
う
引
き

続
き
国
へ
要
望
し
て
い
く
。

Q
酒
井
：
現
在
県
が
施
工
し
て
い
る

国
道
１
５
３
号
「
伊
那
バ
イ
パ
ス
」

に
つ
い
て
は
、
リ
ニ
ア
開
通
時
ま
で

に
全
線
整
備
を
目
指
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
？

A
建
設
部
長
：
引
き
続
き
重
点
的
に

事
業
を
進
め
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

開
通
ま
で
の
供
用
を
目
指
し
て
積
極

  

「
公
文
書
管
理
条
例
」
の

  

制
定
に
つ
い
て

・
一
昨
年
、
国
会
で
は
森
友
学
園
問

題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
国
民

の
行
政
に
対
す
る
信
頼
が
大
き

く
低
下
し
た
。

・
私
は
長
野
県
で
は
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
公
文

書
管
理
の
適
正
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
昨
年
の
議
会

定
例
会
で
２
度
に
わ
た
っ
て
一

般
質
問
を
行
っ
た
。

・
昨
年
６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、

私
は
早
急
に
県
の
「
公
文
書
管

理
条
例
」
を
制
定
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
。 

・
そ
の
後
8
月
の
知
事
選
挙
で
、
知

事
は
6
月
議
会
に
お
け
る
議
論

も
踏
ま
え
て
、
「
公
文
書
管
理

公
文
書
管
理
条
例

に
つ
い
て

国
道
1
5
3
号
の

整
備
に
つ
い
て

一
般
質
問
の
提
案
が
実
現

（
3
回
に
及
ぶ
一
般
質
問
と
そ
の
中
で
の
提
案
に
よ

り
、
公
文
書
管
理
条
例
が
本
年
度
中
に
議
決
見
込
み
）

６
月
県
議
会

６
月
県
議
会

伊駒アルプスロードの予定ルート（東春近）

的
に
取
り
組
む
。

Q
酒
井
：
「
伊
駒
ア
ル
プ
ス
ロ
ー

ド
」
整
備
事
業
へ
の
意
気
込
み
は
？

A
知
事
：
全
線
直
轄
事
業
に
よ
る
整

備
は
、
最
も
力
を
入
れ
て
国
に
要
請

し
て
い
る
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
効
果
を
最

大
限
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

の
事
業
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
引

き
続
き
国
に
よ
る
早
期

の
全
線
整
備
を
強
く
求

め
て
い
く
。

酒井 茂 議会等の役職 (令和元年度)

選挙後初議会前の全員協議会（最前列が酒井）

（就任予定）
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❺ 自民党 県議団
政調会 副会長

❷ 議会特別委員会
決算特別委員会 委員

❹ 一部事務組合議会
上伊那広域水道用水企業団 議長


